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１、2020年モニタリング報告―２ 
葦毛湿原ではミミカキグサ、モウセンゴケが開花し始めました。これから夏の花が本格

的に咲いていきます。 

 

１）Ｐ地点 

Ｐ地点は 2018 年度に木

の伐採と抜根、2019年度に

仮置きした木の根の山を移

動させたところです。抜根

後１年目は植物の発芽は周

辺部の水分が多い所で少数

が発芽しました(右上写真)

が、中央部の乾燥している

ところは植物の発芽が少な

く、広い裸地状態でした。 

今年は抜根作業後２年目

でまばらに植物が発芽しま

した(右下写真)。やや乾燥

した中央部からはマネキシ

ンジュガヤ、コシンジュガ

ヤ、イヌノハナヒゲ、ヌマ

ガヤ、アブラガヤ、エナシ

ヒゴクサ、サワヒヨドリ、

ミズギボウシが点々と見ら

れ、アリノトウグサがあち

こちに小さな群落を作って

います。フモトスミレも目

立って多くなってきました。

来春には多くの花を咲かせ

ると思います。木本ではハ

ギやイヌザンショウが点々

と見られ、イソノキやノリ

ウツギも実生で発芽し順調

に成長してきています。 

周辺の水分が多い所（次

頁写真）は順調に湿地とし

て再生しています。イヌノハナヒゲが大きな群落を作り、ヌマガヤ、マネキシンジュガヤ、
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ケシンジュガヤ、サワシロギク、コケオトギリ、タチツボスミレが見られるようになりま

した。木本では実生で発芽したイソノキやノリウツギのほかにクロミノニシゴリも 15～20

㎝の高さですが花を咲かせました。今年は他の地点でも実生で発芽した小さなクロミノニ

シゴリがあちこちで開花していました。 

 

２）Ｊ地点実験区 

 Ｊ地点にはＪ

－10・11・12の３

か所の実験区を

設置しました。１

年後の状況は葦

毛通信 No.85に掲

載しています。今

年は作業後２年

目にあたります。 

 

Ｊ―10 実験区 

 Ｊ－10実験区

はＪ地点の南西

隅にあり、１年目

(右写真左側)は

画面奥にコシン

ジュガヤが出現
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しましたが、手前は植物が少ない状態でした。右側の写真は２年目の現在の状況ですが、

全体にイヌノハナヒゲが広く出現し、奥にはコシンジュガヤ、手前にはキセルアザミがあ

ります。画面最奥部は森の中にわずかに湿地として残っていた部分ですが、現在はイヌノ

ハナヒゲが優勢になり、ヌマガヤ、アブラガヤ等が少数混じっています。ミズギボウシも

あり、予想通り良好な湿地に戻りつつあります。 

 

Ｊ―11 実験区 

Ｊ－11実験区

はＪ－10の下流

（北側）に設置し

ました。１年目の

写真を見ると手

前に小さな水溜

りがあり、その奥

が湿っているの

が見えます。画面

中央から左奥に

かけて水が流れ

ており、Ｊ－10

よりさらに上流

から流れてきて

います。２年目に

なるとこの水の

流れがあるとこ

ろを中心に奥側がイヌノハナヒゲの大群落になり、手前側ではイ、アブラガヤ、アオコウ

ガイゼキショウ、タマコウガイゼキショウ、ホタルイ、ミカヅキグサ、ヒメシロネ、ミズ

ギク等が出現しました。 

 

Ｊ―12 実験区 

 Ｊ－12実験区

はＪ－11の下流

側でヤマザクラ

の北側になりま

す。２年目は１年

目より目立って

植物が多くなっ

ていますが、Ｊ－

10・11実験区のよ

うにイヌノハナ

ヒゲが優勢には

なっていません。 

 手前の池状に

なっているとこ

ろを中心にムラ

サキミミカキグ
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サ、ホザキノミミカキグサ、ヒメシロネ、チゴザサ、イ、ホタルイ、シカクイ、アオコウ

ガイゼキショウ、ヌマガヤ、アブラガヤ等が見られます。 

 画面奥はササが優勢になっているところで、１年目はササの根の除去作業前の状態、２

年目はササの根を除去後、６月末にササの刈り取りを行った直後で乾燥した裸地状態にな

っています。今年は定期的にササの刈り取りを行うことでササを衰退させることができる

かどうかの実験を行っています。 

 

３）Ｑ地点 

 Ｑ地点は木の伐採

のみで抜根は行いま

せんでした。右の写真

は６月の定期作業で、

アメリカセンダング

サ等の外来種の駆除

を行っている時のも

のです。Ｑ地点全体が

旧水田部分にあたり

ますが、その北東隅を

見ているところです。

この部分は伐採作業

の時に水が地表面に

見えていたところで、

すぐに湿地に戻ると

予想していたところ

です。水田の下段部分

では画面中央にはミ

ゾソバが大きな群落

を作り、イ、コウガイ

ゼキショウの仲間が

あります。 

 右下写真は水田の

上段部分ですが、やや

水が多く、イ、ミゾソ

バ、イヌノハナヒゲ、

ハイチゴザサ、シラス

ゲが見られ、写真中央

部でヌマトラノオが

50個体以上出現しま

した。ヌマトラノオは

葦毛湿原ではほとん

ど見られなくなって

いましたが、木を伐っ

て明るくし、落ち葉や

枝等を除去することによって、この地点で復活しました。かつて、水田が放棄された後に

良好な湿地に戻っていた時期があり、この時の埋土種子が残っていたものと思われます。 

 

Ｑ地点北東側下段水田(2020年 6月 16日) 

 

 Ｑ地点北東側上段水田(2020年 6月 16日) 


